
○質問内容に対する回答
業務名：白谷ため池改修工事その２

番号 項目 質疑事項 回答

1

単価の公表について 下記単価・規格の公表をお願いします。
S単-17号　ベントナイトシート
S単-35号　土木安定用材（マット・シ－ト類）

S単-17号　ベントナイトシート
単価：建設物価６月号
規格：テクトシール厚6.0mm　幅2.5m*長40m
S単-35号　土木安定用材（マット・シ－ト類）
下記①または②
①単価：建設物価６月号
　規格：ポリプロピレン系織布 厚0.37(mm) 強度980(N/5cm)
②単価：積算資料６月号
　規格：ポリプロピレン系織布 質量110(g/㎡) 強度
1100(N/5cm)

2

撤去工について 設計書には、張ブロック及び張コンクリートの撤去が計上されていますが、左
岸側に設置されているコンクリート隔壁については、撤去対象に含まれていな
いように見受けられます。
当該隔壁は、残置したまま施工する計画でしょうか。
現地精査の結果、撤去が必要となった場合は、撤去工並びにコンクリート殻の
運搬・処分について、設計変更の対象としていただくことは可能でしょうか。

計画では残置することとしている。
現地精査の結果、撤去が必要となった場合は、撤去工並びに
コンクリート殻の運搬・処分について、受注後協議とする。

3

進入路について 前回工事の進入路と同様に進入路１は、残置するということでよろしいでしょ
うか。
また、設計図書では、既設進入路を掘削し、発生した削土を流用して、進入路
１を施工する計画となっています。既設進入路がため池内で崩壊する恐れがあ
り、当該箇所の掘削及び運搬が困難な事が予想され、流用可能な土量が設計数
量に満たない可能性があります。施工時に流用土の不足が確認された場合は、
不足分を購入土等へ変更していただくことは可能でしょうか。

残置する。
施工時に流用土の不足が確認された場合は、受注後協議とす
る。

4

伐木除根作業1における
敷鉄板の設置について

伐木除根作業1の施工範囲は堤体上部に位置しているため、施工方法によって
は、堤体上部に重機を配置して作業を行う必要があります。
その場合、重機の走行及び作業時における堤体の保護並びに安全性の確保を目
的として、敷鉄板を設置する必要があると考えます。
敷鉄板・土木シートの敷設及び撤去について、設計変更の対象としていただく
ことは可能でしょうか。

伐木除根作業において敷鉄板を設置する必要がある場合、受
注後協議とする。


